
 

2019 年が始まり、早くも１ヶ月が過ぎました。今年もよろしくお

願いいたします。インフルエンザもまだまだ猛威を振るっているようで

す。先生方もお体に気をつけてお過ごしください。 

先日はアンサンブル交歓会が行われました。児童生徒の真剣な姿、ハ

ーモニーを合わせながら歌う姿に、日々の努力してきた様子が伺えまし

た。交歓会の様子は次号でお知らせいたします。 

 

さて、『こども音楽コンクール』全国大会において、箕輪中部小学校

と箕輪中学校が共に、日本一にあたる「文部科学大臣賞」を受賞したとのこと、おめでとうございます。

子ども達の様子などをお聞かせいただけないかと原稿をお願いしましたところ、快くお引き受けいただき

ました。 

 

上伊那音楽教育研究会  

 

           

        平成３１年２月１２日   
（文責 長谷小学校 小林佳美） 
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上伊那音研の先生方へ 

箕輪中部小学校 唐沢流美子 

 

寒さの中にも陽ざしが春を予感させる今日この頃となりました。先生方にはお忙しい日々を

お過ごしのことと拝察いたします。 

長谷小学校の小林先生からのお誘いを受けて、報告させていただきます。 

ＴＢＳこども音楽コンクールの最終審査（全国大会）で、箕輪中部小学校と箕輪中学校は、

ともに文部科学大臣賞を受賞しました。これは私にとって、奇跡と思うくらいの出来事でした。 

「先生！私は宇宙までとんでいきそうです。」と手紙に書いてきた子、 

「よろこび方がわかりません。私は固まってしまいました。」という子、 

子どもたちの嬉しそうな顔、顔、顔、顔・・・・ 

（この顔が見たくて私はがんばったんだなぁ）と思えました。 

 この受賞は今年だけの受賞ではなく、前の年、前の前の年、その前の年・・・・と継続して

がんばってきた子どもたちの集積した努力の結果と思っています。そしてなによりも、まわり

の大人の皆様方の応援の力だと思っています。 

 

 これからも精進していきたいと思います。報告させていただきました。ありがとうございま

した。 



 

再び、箕輪中です・・・ 

                              箕輪中学校  武田香代 

 

 自分は２０代のつもり・・・何言ってんだ、このババア！という声が聞こえてきそうです。 
 

同じ学校に２度赴任。かつて、T 中学校というところに務めさせていただいていた時のこ

と。当時、その学校はとても平和な中学校ということで有名でした（逆）。４月１日の職員会

にて紹介される前、別室に赴任仲間が時間待ちをしていた時に「私は出戻りです！」と美術

科の S 先生が自己紹介してくださいました。当時、上伊那では「北の T 中、南の A 中」と

南北の横綱級生徒指導の大変な学校が名前を轟かせていました。S先生はそのT中からA中

に赴任し、「出戻り」で再びT中にいらっしゃいました。すごい人事だ・・・と一同絶句。そ

こからエキサイティングな日々が始まりました。 

今回私は再び箕輪中学校にまいりました。S 先生とは違い、出戻りではないので当然年月

の流れが生じています。恐ろしいな、まさか昔いた時の生徒が親になっていたりしないよね？

いや、それがいたんですわ。何人も。 

嬉しかったのは、副担任させていただいていたクラスの方々との再会、彼らはすっかり大

人になっていますので「香代ちゃん囲んで飲み会やりまーす」とか。教え子との再会はいく

つになっても嬉しいものですね。 
 

合唱部も同様、当時はひたすら部活人間でしたし、箕輪中自体も部活が強くて盛んでした。

それは、今も変わらないですね。合唱部、変わったなあと思うことと変わらんなあと思うこ

とと。ただ、びっくりしたのは４月に出会って、君たちの合唱部での目標はどんなもの？と

聞くと「全国１位になることです」と当たり前のように言った３年部長。 

耳を疑いました。 

「じゃあ、全国１位になれなかったら、君たちが３年間続けてきた活動は目標達成できず、

意味がなくなってしまうんですか？」「・・・」「全国１位を目指しているのだったら、全国

１位の練習をしているんですね？」 
 

良く考えると、なんて嫌味なことを言ったものだ、と今思います。 
 

さてさて、偶然にも「こども音楽コンクール」にて文部科学大臣賞受賞などという賞をい

ただいたのですが、その前の「東日本Ｂブロック優秀演奏校発表会」は・・・３年生が進路

選択決定の真っ最中。練習しようにも集めるわけにはいかない時期。３年部員の中の温度差

があまりにあり過ぎて練習も集めることができず、本当にわずかな時間を見つけて練習する

しかありませんでした。 

それでも、嬉しかったのが助っ人で駆けつけてくれた３学年の男子４名。良い意味で、新

しい風を部内に吹き込んでくれました。バス内のレクの盛り上がりも彼らのおかげ。元気い

っぱいの１年生に、３年生のすぐ下で自分たちなりに考え努力し練習している２年生。みん

なの取り組みがあったからこそ、いつの間にか後からついてきた結果。連絡がきた後で、連

絡網にて部員にお知らせすると、３年のある男子部員は嬉しすぎて夜なかなか寝付けなかっ

たとか。 
 
 

しかし、今１～２年生は新しい時代に向けて、一歩ずつ自分たちの社会を作り始めていま

す。 

上手くいくことばかりではありませんが、そんな中で活動を通して人との関係作りを学び、

自分が人として成長するきっかけとなる部活を行っていきたいと思います。 



プログラム・原稿共に 

Ａ４サイズで75部 

お願いします。 

 

 

♪♪♪♪☆広報部からのお願い☆♪♪♪♪♪ 
 

 「第２回総会開催のお知らせ」でも記載していただきましたが、音楽会、合唱コンクールのプログラム

と、会誌Ｈａｒｍｏｎｙの原稿をぜひお持ちください！特にＨａｒｍｏｎｙの原稿はどんなことでもかま

いませんので、書いていただけるとありがたいです。よろしくお願いします。 

 

 

１  音楽会、合唱コンクールのプログラム 

  ２月１６日（土）の音研総会に直接お持ちいただくか、事前に教育会館の棚を利用して箕輪南小学校

の山﨑由紀先生、もしくはお近くの広報部員にお渡しください。総会時に製本し、お配りします。 

 

２  会誌「Harmony」の原稿 

会誌「Harmony」の発行を予定しています。今のところ、今年度で最後の発行になる予定ですので、

是非全員の先生方にご協力をお願いしたいと思います。Ａ４用紙１枚、大きな文字でもかまいません。

もちろん、たくさん書くことがある！という方はたくさん書いてください。よろしくお願いいたします。

２月２８日（木）までに長谷小学校の小林、もしくはお近くの広報部員へお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日頃の音楽実践  ・授業のネタ  ・音楽教育に対するご意見 

・校内での授業案や記録  ・各種研修会や大会の報告 

・自作曲の発表  ・演奏会やＣＤの感想 

・全校音楽の計画や実践事例 

・卒業式の音楽練習計画 

・校内の職員文集           …などなど。 

１年をふり返っていただいた内容でも結構ですし、今までの様々な体験の中からのことでも

もちろん結構です。 


